
学年 2

単位数 2

教科名 芸術 科目名 工芸Ⅱ

使
用
教
科
書

『高校生の美術2』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　基本的な知識・技術を身に付け、感性を磨き、

素材を研究し、１年次の基礎からより発展した

工芸授業（実技）の充実を図る。

（アクティブラーニング）

自己評価シートなどを基に作品を分析し、発表

する。

授
業
の
内
容

1学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。道具の

扱い方の基礎・応用。

2学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。

3学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。

自己の表現を模索すると同時に、自分自身や

他者の作品鑑賞力も深める。

評
価
の
観
点

基本的な知識、技術に加え

イメージ展開ができる応用力。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

素材研究等の励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

実習費・年間1500円程度

（コース積立金より支出）

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 2

単位数 2

教科名 美術専門教科 科目名 絵画

使
用
教
科
書

『高校生の美術2』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

１年次に習得した観察力、描写力、イメージ展

開力を更に充実させ、応用力を身につける。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

１学期

　１年生で習得した描写力、表現力を生かし油

彩基礎、アクリル画のイメージ表現を通して自

己の表現を模索すると同時に、自分自身や他

者の作品鑑賞力を深める。

２学期

　油彩（自画像）の制作を通して自分自身と向き

合い更に自己の表現と画材に対する知識、技

術を向上させる。

３学期

　絵日記から発想展開しイメージ表現の表現

力、発想力の充実を図る。自分自身や他者の

作品鑑賞力を深める。

評
価
の
観
点

基本的な観察力、描写力に加え

イメージ展開ができる応用力。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

イメージ絵日記等の励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

実習費・年間1500円程度

（コース積立金より支出）

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 2

単位数 3

教科名 美術専門教科 科目名 素描

使
用
教
科
書

『高校生の美術2』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

１年時で習得させた観察力、描写力を更に充実

させ、応用力を身につける。

また、高大接続授業も充実させる。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

１学期

クロッキー、鉛筆デッサンを中心に基本的描写

力を身につけ、構成力の充実を図る。

２学期

１学期で身に付けた基本的描写力を更に充実さ

せ、３時間での描きこみの訓練をする。

３学期

モノクロの描写を色に置き換え、着彩での対象

の描写を学ぶ。

明度を色彩に置き換え表現方法の応用を学

ぶ。

評
価
の
観
点

基本的な観察力描写力に加え、展開でき

る応用力を見る。

評
価
の
方
法

実習の熱意、集中力、出席状況、学習態

度、作品の完成度から総合的に判断す

る。

学
習
方
法

反復して描写すること、

重点的に自分自身の弱点を知り、継続し

て対象を描くことが大切。

備
考

授業参観年2回予定

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 2

単位数 2

教科名 美術専門教科 科目名 構成

使
用
教
科
書

『高校生の美術2』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　基本的な動画表現、観察力、描写力の上に応

用力を身に付ける。自他の作品を鑑賞し、冷静

に自己評価ができるよう努力する。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

1学期

　アニメーション史と作画表現基礎力を身につ

ける。

。

2学期

　アニメーション史と写真を使った動画表現基礎

力を身につける。

3学期

　1・2学期で習得した作画基礎、動画研究を基

に表現力を身につける。

評
価
の
観
点

基本的な観察力、描写力の上に応用力

を身に付ける。あらゆる方法を使って対

象を捉える。自他の作品に対しての意見

を積極的に述べることができているか。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

クロッキーの励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

授業参観年2回予定

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 2

単位数 2

教科名 芸術 科目名 書道Ⅰ

使
用
教
科
書

光村図書「書道Ⅰ」 使
用
副
教
材

なし

科
目
の
概
要

書道の幅広い活動を通して、感性を高め、書写

能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力

をのばす。

書の伝統と文化を理解し、生涯にわたり書を愛

好する心情を育てる。

授
業
の
内
容

【１学期】

○書写、書道学習の確認

○用具、用材、姿勢、執筆法の理解

○楷書

・唐の四大家の書風比較をグループで行う

・古典臨書

・互いの作品を鑑賞し合う学習

【２学期】

○行書

・楷書と行書の特徴の違いをグループで話し合

う

・古典臨書

・お互いの作品を鑑賞し合う

○篆刻

【３学期】

○仮名

○漢字仮名交じりの書の学習

評
価
の
観
点

定期考査を行わず、普段の学習状況、態

度、作品での評価となる。作品は丁寧に

練習を重ね、授業内で解説する重要な点

が押さえられていること。また、提出物、

準備物に怠りがなく、意欲的に授業に参

加できていること。

評
価
の
方
法

・授業態度

・授業内課題

・作品

学
習
方
法

・毎回の授業を大切にし、着実に成果を

上げること。

・普段から鑑賞の機会を多く持つこと。

備
考

特になし

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021


